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発行所・発行人　 岡山県安全運転管理者協議会連合会
岡山県運行管理者協議会連合会

　　　　　　　〒700-8512　岡山市北区内山下２-４-６
　　　　　　　TEL（０８６）２３４-０11０
定価１部75円(但し、会員の購読料は、会費に含めて徴収) 

「気を抜くな　ハンドル持つ手は　帰るまで」令和６年度 
「安管・運管」交通安全スローガン

令和５年中の四輪乗車中の事故死者は、20人。
そのうち、７人（35.0%）の方が、
シートベルトを着用していませんでした。
令和５年中全交通事故死者数 49人（前年対比－25人）

+

なぜ着用しない？
シートベルト！

ID：anzenunten
パスワード：driver

登録用URL　https://okym-ankan-unkan.gr.jp/regist/

メール配信サービス登録のお願い。メール配信サービス登録のお願い。
機関紙「安全運転」、最新の交
通安全情報、講習会の情報な
どをメールで配信するサービス
を令和6年10月1日から開始の
予定です。右記のQRコード、
下記の（URL）から必要情報の
ご登録をお願いします。

カチッ！カチッ！カチッ！カチッ！

梅雨期の交通事故防止梅雨期の交通事故防止
梅雨期は、天候不順に伴う交通渋滞や、視界不良、スリップによる交通事故の危険が
高まります。次のことに特に注意して、安全運転を心がけましょう。
梅雨期は、天候不順に伴う交通渋滞や、視界不良、スリップによる交通事故の危険が
高まります。次のことに特に注意して、安全運転を心がけましょう。

1　できるだけ公共交通機関を利用しましょう。
2　運転はゆとりを持って !
3　視界はクリアに !
4　ライトは早めに点灯しましょう
5　心と車の状態をチェック !
6　自転車の運転も十分注意して !
7　反射材などで自分をアピール !

1　できるだけ公共交通機関を利用しましょう。
2　運転はゆとりを持って !
3　視界はクリアに !
4　ライトは早めに点灯しましょう
5　心と車の状態をチェック !
6　自転車の運転も十分注意して !
7　反射材などで自分をアピール !
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岡山県安全運転管理者協議会連合会
令和6年度通常総会

　岡山県安全運転管理者協議会連合会の令和６年度通常総会は、令和６年５月17日、ホテルグランヴィ
ア岡山において開催致しましたところ、令和５年度歳入・歳出決算報告が承認され、令和６年度事業計画・
予算が決定致しました。
☆令和６年度役員（敬称略）
　 会　長 　増永　雅嗣
　 副会長 　森　　陽一郎　　　　　秋田　英次
　 理　事 　松本　俊成　　　　　杉原　正信　 理　事 　秋山　浩一　 理　事 　難波　義昌　　 理　事 　片山　隆久
　 監　事 　藤井　美行　　　　　尾崎　　隆王
　 事務局長 能勢　一利

副会長

　　岡山県安全運転管理者協議会連合会
令和５年度歳入・歳出決算報告
　　歳　　入　　　２３，５６６，１３０円
　　歳　　出　　　１５，３５３，５３９円
　　差引残高   　８，２１２，５９１円

（次年度準備金）　　　　　  　　（差引残高は令和6年度へ繰越）　　　　　　　

令和５年度歳入・歳出決算書
（歳入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

款 項 令和５年度決算額 摘　　　　　　　要
繰 越 金 繰 越 金 1,639,093

会 費 会 費 21,927,000
安　管　4,472事業所 ×4,500円=20,124,000円 
副安管   1,198人　　　　　×1,500円= 1,797,000円
令和４年度分　２事業所　 ×3,000円=　6,000円

雑 収 入 預金利子等 37
合　　　　　計 23,566,130

（歳出の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
款 項 令和５年度決算額 摘　　　　　　　要

会 議 費 会 議 費 70,427 総会等会場使用料

事 務 費

人 件 費 5,372,486 給与等、社会保険料等、厚生費等
旅 費 235,110 会議出張旅費等
需 用 費 376,159 事務所使用料等
役 務 費 177,264 切手、はがき通信費
備 品 費 432,840 パソコン、プリンター等購入費

事 業 費 事 業 費 8,688,923

機関紙「安全運転」印刷・郵送料
中央研修所研修補助金
チャレンジ２００日協賛金
優良安全運転管理者表彰諸経費等

雑 費 雑 費 330 残高証明書手数料等
予 備 費 予 備 費 0

合　　　　　計 15,353,539

<令和6年度　岡山県安全運転管理者協議会連合会の主な事業計画>
・春、秋の交通安全県民運動の推進（令和６年４月６日～15日、令和６年９月21日～30日）
・無事故・無違反チャレンジ200日への積極的参加（令和６年６月15日～12月31日）
・目指せ日本一！交通マナーアップ県民運動（令和６年４月１日～令和７年３月31日）
・高齢者交通安全県民運動の積極的推進（令和６年４月１日～令和７年３月31日）
・ストップ飲酒運転県民運動（令和６年４月１日～令和７年３月31日）
・「安全運転管理者・運行管理者セーフティスクール」の実施（令和６年６月27日，28日）
・機関紙「安全運転」の発行（年間11回）
・安全運転管理者選任事業所・運行管理者選任事業所から交通安全スローガンの募集（募集期間：令和６年７月１日から11月30日まで）
・安全運転管理者トップセミナー(令和６年12月18日)
・中央研修所派遣講習の募集(４日間課程―11月４日から５名)(５日間課程―11月７日から１名)
・電子配信サービス（令和６年10月１日から実施）

理　事
監　事
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岡山県運行管理者協議会連合会
　岡山県運行管理者協議会連合会の令和６年度通常総会は、令和６年５月10日、ホテルグランヴィア岡
山において開催致しましたところ、令和５年度歳入・歳出決算報告が承認され、令和６年度事業計画・予
算が決定致しました。

☆令和６年度役員（敬称略）
　 会　長 　伊賀　資耕
　 副会長 　安原　秀二　 副会長 　赤田　博文
　 理　事 　伊賀　忠康　 理　事 　千田　　修　 理　事 　平田　成実　 理　事 　河上　真一　 理　事 　坂元　功志
　 監　事 　藤原　　清　 監　事 　永山久仁彦
　　 事務局長  能勢　　一利

岡山県運行管理者協議会連合会
令和５年度歳入・歳出決算報告

歳　　入　　５，６０６，７２４円
歳　　出　　３，２６６，０９３円
差引残高　　２，３４０，６３１円

（次年度準備金）　　　　　　　　（差引残高は令和６年度へ繰越）　　　　　　

令和５年度歳入・歳出決算書
（歳入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

款 項 令和５年度決算額 摘　　　　　　　要
繰 越 金 繰 越 金 2,061,706
会 費 会 費 3,545,000 運管　709事業所×5,000円=3,545,000円 
雑 収 入 預 金 利 子 18

合　　　　　計 5,606,724

（歳出の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
款 項 令和５年度決算額 摘　　　　　　　要

会 議 費 会 議 費 48,192 総会書面開催費用等

事 務 費

人 件 費 1,313,672 給与等、社会保険料等、厚生費等
旅 費 39,597 会議出張旅費等
需 用 費 157,024 事務所使用料等
役 務 費 61,267 切手、はがき等通信費
備 品 費 108,210 パソコン・プリンター等購入費

事 業 費 事 業 費 1,537,801 機関紙「安全運転」の印刷、郵送料
優良運行管理者表彰諸経費等

雑 費 雑 費 330 残高証明書手数料
予 備 費 予 備 費 0

合　　　　　計 3,266,093

<令和６年度　岡山県運行管理者協議会連合会の主な事業計画>
・春、秋の交通安全県民運動の推進（令和６年４月６日～15日、令和６年９月21日～30日）
・無事故・無違反チャレンジ200日への積極的参加（令和６年６月15日～12月31日）
・目指せ日本一！交通マナーアップ県民運動（令和６年４月１日～令和７年３月31日）
・高齢者交通安全県民運動の積極的推進（令和６年４月１日～令和７年３月31日）
・ストップ飲酒運転県民運動（令和６年４月１日～令和７年３月31日）
・「安全運転管理者・運行管理者セーフティスクール」の実施（令和６年６月27日、28日）
・機関紙「安全運転」の発行（年間11回）
・安全運転管理者選任事業所・運行管理者選任事業所から交通安全スローガンの募集（募集期間：令和６年７月１日から11月30日まで）
・電子配信サービス（令和６年10月１日から実施）

令和6年度通常総会
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償
い
へ
の
道

　

私
は
車
を
走
る
凶
器
に
変
え
、
私
と
は

無
関
係
な
罪
の
な
い
人
を
事
件
に
巻
き
込

み
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
は
あ
る
年
の
11
月
、
仲
の
良
い
友
人

と
夕
食
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
夕
食
を
終
え
た
ら
帰
る
つ
も

り
で
し
た
が
、
急き

ゅ
う
き
ょ遽

、
翌
日
の
仕
事
が
休

み
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
よ
く
集
ま
る
友

人
た
ち
に
連
絡
し
て
遊
び
に
行
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
集
合
場
所
に
し
て
い
る
行
き

つ
け
の
店
に
集
ま
り
、
明
日
は
休
み
と
い

う
安
心
感
か
ら
、
時
間
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、深
夜
に
な
り
、日
付
も
変
わ
っ

た
こ
と
か
ら
、
帰
り
道
が
同
じ
友
人
を
乗

せ
、
一
緒
に
帰
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
何
度
か
友
人
宅
ま
で
送
り
迎

え
を
し
て
い
た
の
で
、
走
り
慣
れ
た
道
だ

と
い
う
安
心
感
と
深
夜
と
い
う
油
断
も

あ
っ
て
注
意
散
漫
な
運
転
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

途
中
で
雨
が
降
り
だ
し
、
友
人
宅
ま
で

後
わ
ず
か
な
所
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、
友

人
が
「
コ
ン
ビ
ニ
に
寄
れ
た
り
す
る
?
」

と
聞
い
て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
も
コ

ン
ビ
ニ
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

友
人
宅
を
通
り
過
ぎ
、
す
ぐ
先
の
交
差
点

を
右
折
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

右
折
す
る
際
に
、
対
向
車
線
か
ら
来
る

バ
イ
ク
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
近
く
に
見
え

た
の
で
す
が
、「
自
分
の
方
が
先
に
曲
が

れ
る
だ
ろ
う
」
と
安
易
に
考
え
、
右
折
を

強
行
し
ま
し
た
。

　

右
折
を
始
め
て
、「
ま
ず
い
、
間
に
合

わ
な
い
」
と
思
っ
た
直
後
に
「
ド
ー
ン
」

と
い
う
激
し
い
衝
突
音
と
衝
撃
が
あ
り
、

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
へ
被
害
者
の

方
が
飛
ん
で
い
く
の
が
見
え
ま
し
た
。

　

私
は
車
か
ら
降
り
、
被
害
者
の
も
と
へ

駆
け
寄
る
と
、
原
形
を
留
め
な
い
ほ
ど
壊

れ
た
バ
イ
ク
の
先
に
被
害
者
の
方
が
、
全

く
動
か
な
い
状
態
で
倒
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
惨
状
を
見
た
瞬
間
、
私
の
頭
の
中

は
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。

　

直
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
た
が
、
警

察
が
来
る
ま
で
の
間
な
す
す
べ
も
な
く
、

た
だ
呆
然
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
警
察
に
連
行
さ
れ
取
り
調
べ
を
受

け
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、
私
が
右
折
し
た

交
差
点
は
、「
右
折
禁
止
」
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
取
り
調
べ
で
「
被
害
者
の
方

が
亡
く
な
っ
た
」
と
聞
か
さ
れ
愕が

く
ぜ
ん然

と
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
こ
れ
か
ら
自
分
は
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
不
安
か

ら
、
何
も
考
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

事
件
後
、
私
は
御
遺
族
の
方
と
会
う
の

が
怖
く
な
り
、
謝
罪
等
を
全
て
家
族
に
丸

投
げ
し
て
責
任
を
負
わ
ず
、
現
実
か
ら
逃

避
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

同
乗
し
て
い
た
友
人
は
無
傷
で
し
た
が
、

家
の
前
で
起
き
た
事
件
の
た
め
、
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
引
っ
越
し
ま
し
た
。

　

被
害
者
と
そ
の
御
遺
族
は
も
と
よ
り
、

自
分
の
家
族
や
親
友
な
ど
周
り
の
人
達
を

巻
き
込
ん
だ
大
事
件
に
も
関
わ
ら
ず
、
私

の
行
動
は
余
り
に
も
幼
稚
で
、
中
身
の
無

い
謝
罪
文
を
一
通
送
っ
た
だ
け
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
御
遺
族
の
気
持
ち
を
踏
み

に
じ
り
、
感
情
を
逆さ

か
撫な

で
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

裁
判
で
は
、
過
失
運
転
致
死
罪
で
禁
固

１
年
４
ケ
月
の
言
い
渡
し
を
受
け
ま
し
た
。

　

公
判
で
も
御
遺
族
は
、
最
大
限
の
刑
罰

を
望
ん
で
い
た
の
で
、
こ
の
刑
期
は
短
過

ぎ
て
到
底
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
市
原
刑
務
所
で
受
刑
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

受
刑
生
活
で
は
自
分
の
犯
し
た
罪
と
向

き
合
い
「
事
件
の
責
任
は
全
て
自
分
に
あ

る
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
私
の
運
転
は
安
全
意
識
に

欠
け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
物
事
を
常
に

自
分
に
都
合
良
く
考
え
る
、
自
己
中
心
的

な
甘
さ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
事
件
は
、
運
悪
く
起
こ
っ
た
も

の
で
は
な
く
、
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ

た
事
件
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

　

刑
期
が
終
わ
っ
て
も
、
私
の
罪
が
消
え

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
償
い
に
終
わ
り

は
な
く
、
生
き
て
い
る
限
り
一
生
背
負
っ

て
行
く
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

未
だ
に
示
談
も
済
ん
で
お
ら
ず
、
御
遺

族
に
対
す
る
正
式
な
謝
罪
も
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
後
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
ル
ー

ル
で
も
守
り
、
自
分
の
甘
さ
を
克
服
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
被
害
者
の
未
来
を
奪
い
、
御
遺

族
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
っ
た
反
省
に

立
っ
て
、
御
遺
族
の
期
待
に
沿
え
る
償
い

を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

は
「
車
は
便
利
な
乗
り
物
で
す
が
、
使
い

方
を
誤
る
と
人
を
殺
し
て
し
ま
う
凶
器
に

変
わ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
私
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
を

起
こ
す
人
が
な
く
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
い
ま
す
。

つぐないの碑
あ
や
ま
ち
を

反
省
し

社
会
人
と
し
て

立
直
る
こ
と
を

誓
い
ま
す

（市原刑務所内に設置）

（
注
）
一
般
財
団
法
人

�

東
京
都
交
通
安
全
協
会
発
行

　
　
　
「
贖
い
の
日
々
」

　
　

︱ 

交
通
事
故
の
悲
劇
を
繰
り

　
　
　
　

返
さ
な
い
た
め
に
︱
か
ら
転
載

K
・
S　

会
社
員
（
20
代
）
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2013年6月

梅雨期の交通事故防止

雨の季節に
なりました。

雨の日に特に
点検しておくことは？

タイヤの溝、くもり止め、
ワイパーのゴムの点検ですか？

そうだね！
あとはもちろん
慎重な運転を！

スピードダウン

交通場面のイラストに基づいて、いくつかの
危険を指摘してみましょう。

★状況
・天候が急激に悪化（大雨・強風）し、前方が見づらくなりました。
・前方から、かなりの速度で迫ってくる車両がいます。

Ｑ�１　どのような危険がありますか？  

片側１車線の道路で対向車が迫って
きました。前方には大きな水たまり。

※解答は８ページに掲載します。

Ｑ�２　どのようなことに注意して運転をしますか？

安全運転・運行管理者選任事業所の交通事故 令和６年４月末日現在

区　　分 人身事故件数 死　　　者
傷　　　　　　　　　　　者

重　　傷 軽　　傷 計

安 

管 

事 

故

令和６年 115（　　7.3） 0（ 　0.0） 9（ 　4.9） 115（　 7.3） 124（  7.0）

令和５年 98（　　6.5） 1（  7.7） 14（　　6.9） 97（　　6.5） 111（ 　6.6）

増
減

数 17 -1 -5 18 13

率 17.3 -35.7 18.6 11.7

運 

管 

事 

故

令和６年 43（ 　2.7） 1（　 6.7） 5（  2.7） 40（  2.5） 45（  2.6）

令和５年 42（　　2.8） 1（　 7.7） 6（ 　3.0） 38（  2.6） 44（  2.6）

増
減

数 1 0 -1 2 1

率 2.4 -16.7 5.3 2.3

県
下
の
全
事
故

令和６年 1,573 15 184 1,579 1,763

令和５年 1,498 13 203 1,485 1,688

増
減

数 75 2 -19 94 75

率 5.0 15.4 -9.4 6.3 4.4

（注）　安管・運管事故は、安全運転管理者・運行管理者選任事業所の従業員が起こした事故です。
　　　（　）内の数字は県下の全事故に対する構成率を示します。
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新
事
故
の
心
理
・
安
全
の
心
理

は
じ
め
に

　

本
年
1
月
16
日
、
17
日
の
両
日
、
第
64
回

交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
が
東
京
都
内

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
昭
和
36
年

か
ら
、
全
日
本
交
通
安
全
協
会
と
警
察
庁
が

主
催
し
て
、
安
全
で
快
適
な
交
通
社
会
の
実

現
を
目
指
す
国
民
運
動
の
推
進
を
誓
い
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
1
月
17
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

警
察
庁
長
官
と
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
の

連
名
で
、
交
通
栄
誉
賞
緑
十
字
金
賞
の
表
彰

式
が
あ
り
ま
し
た
。
小
生
も
受
賞
者
の
一
人

に
加
え
て
頂
け
た
こ
と
は
、
誠
に
名
誉
な
こ

と
で
、
本
誌
関
係
者
の
お
力
添
え
の
賜
物
で

あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
命
あ
る
限
り
、
安
全
で
安
心
な

住
み
よ
い
交
通
社
会
と
地
域
の
発
展
の
た
め

に
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

栄
え
あ
る
大
会
を
記
念
し
て
恒
例
の
分
科

集
会
が
実
施
さ
れ
、
基
調
講
演
と
し
て
そ
の

時
代
に
相
応
し
い
テ
ー
マ
に
即
し
た
研
究
成

果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
十
数
年
前
に
は
筆

者
も
登
壇
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
本
年
は
塩
崎
尚
美
氏
に
よ
る
「
幼
児
・

子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
」
と
、
小
菅 

律
氏

に
よ
る
「
高
齢
運
転
者
の
事
故
防
止
の
た
め

に
」
の
二
題
で
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
今
回
は
所
用
で
参
加
で
き
な

か
っ
た
の
で
、『
人
と
車
』（
２
０
２
４
年
２

月
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
基
調
講
演
要
旨
を
拝

読
し
、
小
菅
氏
が
講
演
さ
れ
た
科
学
警
察
研

究
所
に
よ
る
高
齢
運
転
者
の
事
故
予
防
に
関

す
る
調
査
研
究
に
つ
い
て
、
本
コ
ラ
ム
で
ご

紹
介
と
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
し
ま
す
。

高
齢
運
転
者
数
と
交
通
事
故
の
増
加

　

近
年
我
が
国
の
高
齢
運
転
者
数
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
り
、
70
歳
以
上
の
運
転
免

許
保
有
者
数
は
こ
の
10
年
の
間
に
約
50
万

人
増
え
、
全
運
転
免
許
保
有
者
に
占
め
る

割
合
は
、
10
年
前
の
1.

65
倍
に
な
っ
て
い

ま
す
。（
図
1
　
年
齢
層
別
運
転
免
許
保
有

者
数
の
推
移
（
交
通
白
書
）

　

同
時
に
高
齢
運
転
者
が
関
わ
っ
た
交
通

事
故
件
数
も
増
加
傾
向
を
示
し
、
高
齢
運

転
者
数
の
増
加
傾
向
と
の
間
に
は
明
ら
か

な
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
故
統
計
に
よ
る
と
、
誰
も

が
我
が
国
の
交
通
事
故
を
減
ら
す
に
は
、

ま
ず
高
齢
運
転
者
の
事
故
を
減
ら
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
人
が
多
い
は
ず

で
す
。

　

そ
こ
で
演
者
が
説
明
さ
れ
た
事
故
件
数

を
減
ら
す
方
法
の
一
つ
は
、
運
転
技
能
検

査
を
厳
し
く
し
て
不
合
格
の
高
齢
者
に
は

運
転
免
許
を
与
え
ず
、
交
通
社
会
か
ら
締

め
出
す
と
い
う
「
危
険
高
齢
者
排
除
」
の

考
え
で
す
。　
　
　
　
　

　

し
か
し
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
高
齢
者

の
心
理
・
技
能
を
充
実
し
て
「
高
齢
者
の

安
全
運
転
寿
命
延
伸
」
と
い
う
考
え
が
あ

る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
者
の
考
え
方
は
「
君
子
危
う
き
に
近

寄
ら
ず
型
」
で
、
子
ど
も
た
ち
を
危
険
の

多
い
公
園
か
ら
遠
ざ
け
る
か
、
危
険
な
遊

具
を
遊
び
場
か
ら
取
り
除
く
方
法
で
す
か

ら
、
当
然
子
ど
も
の
自
発
性
、
好
奇
心
、

意
欲
の
発
達
に
支
障
を
来
す
問
題
が
生
じ

ま
す
。

　

高
齢
者
の
場
合
は
、
日
常
生
活
の

Q
O
L
が
低
下
し
、
認
知
・
判
断
・
操
作

の
機
能
低
下
が
進
み
ま
す
か
ら
、
益
々
フ

レ
イ
ル
老
人
が
増
加
し
て
、
健
康
寿
命
延

伸
に
は
寄
与
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
後
者
の
考
え
方
は
ど
う
か
と
言
え

ば
、
高
齢
者
の
安
全
運
転
寿
命
を
延
ば
す

と
と
も
に
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
繋
が
り
、

超
高
齢
化
社
会
の
難
題
の
克
服
に
役
立
つ

の
で
歓
迎
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
訓
練
や
支

援
の
人
的
・
経
済
的
資
源
の
確
保
が
不
可

欠
で
す
が
、
我
が
国
の
現
状
で
は
俄
か
に

期
待
で
き
な
い
の
が
問
題
で
す
。

高
齢
運
転
者
の
事
故
防
止
に
対
す
る「
心
理
学
的
側
面
」

　
　 
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
基
調
講
演

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

安
全
と
安
心 

心
の
ま
な
び
ば 

代
表

川
崎
医
療
福
祉
大
学　

名
誉
教
授

主
幹
総
合
交
通
心
理
士　

健
康
心
理
士

�

　

金　

光　

義　

弘
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例
2
．「
自
他
の
運
転
評
価
が
本
人
の
運
転

　
　
　
自
覚
を
高
め
る
」
教
育
・
介
入
法

課
題
は　
「
自
分
と
他
人
に
対
す
る
運
転
評

価
が
本
人
の
運
転
自
覚
を
高
め
ら
れ
る
か
」

・
研
究
参
加
者　
65
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者　

　
　
　
　
　
　

夫
妻
46
組
（
92
人
）

　
　
　
　
　
　
配
偶
者
が
運
転
者
と
評
定　

　
　
　
　
　
　

 

者
を
夫
妻
交
代
で
分
担
し
た

 
・
運 

転 

者　
夫
o
r
妻　
運
転
者
が
夫
：

　
　
　
　
　
　

 

評
定
者
が
妻　
　

・
同
乗
（
評
定
）
者
交
代 

評
定
者
が
夫
：
運

　
　
　
　
　
　

転
者
が
妻

・
助 

手 
席　
指
導
員
（
評
定
者
）

　
【
総
合
結
果
】

・
例
1
の
研
究
結
果
と
は
異
な
り
、
夫
婦
と

　
も
自
己
評
価
は
指
導
員
の
評
価
を
下
回
る

　　

科
学
警
察
研
究
所
の
取
り
組
み

　

と
は
い
え
最
近
の
科
学
警
察
研
究
所
の

研
究
方
法
は
、
先
述
の
「
高
齢
運
転
者
の

安
全
運
転
寿
命
延
伸
」
を
目
指
す
ユ
ニ
ー

ク
で
、
官
民
一
体
で
取
り
組
め
ば
高
齢
者

の
態
度
変
容
と
健
康
寿
命
の
促
進
に
寄
与

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
視
点
に
立
つ
小
菅
氏
の
基
調
講
演
の

内
容
は
わ
か
り
や
す
く
、
取
り
組
め
る
と

思
え
る
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

研
究
の
主
眼
は
、
高
齢
者
が
運
転
方
法

を
本
人
と
家
族
・
知
人
等
の
協
力
に
よ
っ

て
、
自
ら
の
運
転
状
況
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
て
、
合
理
的
に
変
容
さ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

例
1
．「
本
人
の
自
覚
を
高
め
る
」
教
育
と

　
　
　
介
入
法

課
題
は
「
本
人
が
自
分
自
身
の
運
転
を
適
切

に
自
覚
で
き
る
か
」

　
【
第
1
日
目
の
前
半
】 

運
転
評
価

・
運 

転 

者　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
53
名
が

　
　
　
　
　
　
約
６
キ
ロ
の
公
道
コ
ー
ス
を

　
　
　
　
　
　
教
習
車
で
運
転

　
　
　
　
　
　
運
転
終
了
後
、
自
分
の
運
転

　
　
　
　
　
　
ぶ
り
の
自
己
評
価

・
同 

乗 

者　
助
手
席
に
自
動
車
教
習
所
指

　
　
　
　
　
　
導
員
１
名
が
着
座
し
、
運
転

　
　
　
　
　
　
ぶ
り
を
チ
ェ
ッ
ク
・
評
価

・
結　
　
果　
高
齢
運
転
者
は
教
習
所
指
導

　
　
　
　
　
　
員
よ
り
も
高
い
評
価
（
過
大

　
　
　
　
　
　
自
己
評
価
）
を
す
る
傾
向 　

　
【
第
1
日
目
の
後
半
】　
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
教
育

・
教
育
有
群　
自
己
評
価
と
指
導
員
評
価　

　
　
　
　
　
　
と
の
相
違
の
自
覚
を
学
習

・
教
育
無
群　
自
己
評
価
と
指
導
員
評
価　

　
　
　
　
　
　
と
の
相
違
の
自
覚
学
習
無
し

　
【
２
か
月
後　
第
2
日
目
の
前
半
】

　

 

第
1
日
目
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー

　
【
第
2
日
目
の
後
半
】 

　
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
教
育
の
有
無
の
群
間
比
較

　
【
総
合
結
果
】

・
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
教
育
有
群　
　

 
・
自
覚
学
習
の
効
果
有
り

・
自
他
評
価
の
相
違
の
学
習
効
果
が
あ
り
、

　
指
導
員
評
価
に
近
づ
く

・
指
導
員
評
価
が
高
ま
り
、
自
己
の
過
大
評

　
価
が
減
少　

　
過
小
評
価
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
1

　
年
後
に
は
指
導
員
の
評
価
と
の
差
が
拡
大

　
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る

お
わ
り
に　

　
事
故
防
止
に
お
け
る
「
心
理
的
側
面
」　

　

事
故
防
止
と
い
え
ば
直
ぐ
に
危
険
運
転
者

の
ル
ー
ル
順
守
が
叫
ば
れ
、
罰
則
強
化
が
検

討
さ
れ
ま
す
が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の
自
主
的
な
安
全
態
度
や

危
険
予
知
等
の
心
理
的
側
面
の
啓
発
活
動
で

す
。

　

安
全
、
健
康
、
平
和
な
ど
は
人
類
社
会
の

普
遍
的
な
願
い
で
あ
る
反
面
、
事
故
、
病
気
、

戦
争
な
ど
に
対
し
て
は
、
恐
怖
、
苦
痛
、
悲

哀
を
感
じ
な
い
限
り
本
気
で
立
ち
向
か
お
う

と
し
な
い
の
が
人
間
の
習
性
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

だ
と
す
れ
ば
痛
い
目
に
遭
う
ま
で
動
こ
う

と
し
な
い
の
で
は
な
く
、
自
発
的
に
安
全
を

追
求
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
安
全
管

理
に
終
点
は
な
く
、
日
々
一
刻
一
刻
が
安
全

活
動
で
す
。
家
族
と
地
域
や
職
場
の
仲
間
同

士
が
支
え
合
う
心
の
対
策
が
最
大
の
武
器
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
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５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
危
険
予
知
訓
練
の
解
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ１　どのような危険がありますか？
解答・路面が濡れているので、スリップの危険性が増す。
　　・対向車の水しぶきにより、視界が塞がれる。

Ｑ２　どのようなことに注意して運転をしますか？
解答・ハンドルをしっかりと保持しながら、減速する。
　　・ハザードを点灯し、左側に寄り停止する。

こ
こ
に
気
を
つ
け
よ
う

　
降
雨
時
に
、
対
向
車
と
す
れ
違
う
際
に
は
、
跳

ね
上
げ
ら
れ
る
大
量
の
水
に
よ
り
、
そ
の
影
響
は
、

視
界
を
遮
っ
た
り
、
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
降
雨
時
の
悪
影
響
か
ら
危
険

を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
い
つ
も
よ
り
速
度
を

落
と
し
た
運
転
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
降
雨
時
は
、
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
自
車
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

片側１車線の道路で対向車が迫ってきました。前方には大きな水たまり。

危険予知訓練を実施しよう（解答）危険予知訓練を実施しよう（解答）

　働き方改革については、平成31年から取り組んできたところですが、本年４月１日から、改正労働基準
法に基づく自動車運転者の時間外労働の上限規制及び改正された「自動車運転者の労働時間等の改善
のための基準」（改善基準告示）の適用が開始されました。具体的には、これまで労働基準法では規制
されていなかった自動車運転者の時間外労働時間の上限を年間960時間以内とし、改善基準告示では拘
束時間の短縮、休息時間の拡大などが行われました。
　運送業の長時間労働・低賃金の要因の中には、取引慣行等の個々の事業主の努力だけでは見直すこ
とが困難なものもあります。岡山労働局では昨年６月に、荷主の都合による長時間の荷待ちの改善を図る
ため、岡山運輸支局と合同で荷主企業団体への要請を行いました。また、労働基準監督署では、荷主
に対し、長時間の恒常的な荷待ちの改善や運送業務の発注担当者に対する改正改善基準告示の周知等
について要請を行っております。
　そのほか、改正労働基準法・改善基準告示の円滑な施行のため、昨年に引き続き、事業者に対する
説明会の開催を予定しております。
　加えて、事業者に対する支援策として、
●生産性を向上させ、労働時間の削減等に向けた環境整備の取組を支援する
　「働き方改革推進支援助成金業種別課題対応コース（運送業）」
●中小企業の賃金引上げを支援するための「業務改善助成金」
を準備していますので、ぜひご活用ください。
　誰もが安心して働ける職場環境となるよう改正法・告示の周知、荷主への働きかけに努めてまいります
ので、皆様方におかれましても一層のご理解・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

自動車運転者に係る岡山労働局の取組について
　岡山労働局長　森實久美子


